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患
者
さ
ん
と
慶
應
義
塾
大
学
病
院
を
つ
な
ぐ
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ー
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ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

ご 自 由 に
お持ちください

K E I O
U N I V E R S I T Y

H O S P I T A L

C o m m u n i c a t i o n 
M a g a z i n e

広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

脳神経外科では、さまざまな脳の病気から患者さんを守るため、

最先端かつ高度な技術を駆使して、個々の患者さんにとって最

適な治療、すなわち最も安全かつ有効な治療を行います。

最新の技術と最適な治療で脳を守る



脳神経外科 医師  戸
と だ

田 正
ま さ ひ ろ

博

す
。
こ
れ
ま
で
治
療
を
諦
め
て
い
た
患
者
さ

ん
が
、
術
後
に
笑
顔
で
帰
宅
さ
れ
る
時
、日

頃
の
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
我
々
も
心
か
ら

元
気
に
な
り
ま
す
。
悪
性
脳
腫
瘍
に
対
し

て
は
、
覚
醒
下
手
術
、
光
線
力
学
的
治
療
、

最
新
の
放
射
線
治
療
、
さ
ら
に
遺
伝
子
解

析
に
基
づ
く
薬
物
療
法
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、脳
血
管
内
手
術
の
発
展

は
著
し
く
、こ
れ
ま
で
開
頭
手
術
で
行
わ
れ

て
い
た
多
く
の
脳
血
管
疾
患
に
対
し
て
、
最

先
端
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
行
い
、
早
い
社

会
復
帰
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
我
々
は
、
新
た
な
治
療
法
の
開
発

　

頭
蓋
底
の
疾
患
は
、複
雑
な
場
所
に
発
生

し
た
稀
な
病
気
で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病

院
の
頭
蓋
底
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊
富
な
経
験

と
最
先
端
の
頭
蓋
底
外
科
技
術
を
駆
使
し

て
、
す
べ
て
の
頭
蓋
底
疾
患
に
対
応
で
き
る

診
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
脳
神
経
外

科
、耳
鼻
咽
喉
科
、形
成
外
科
、眼
科
、歯
科・

口
腔
外
科
、
内
分
泌
内
科
、お
よ
び
放
射
線

科
が
緊
密
に
連
携
し
、
他
の
病
院
で
治
療
不

可
能
と
言
わ
れ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、

チ
ー
ム
の
総
力
を
結
集
し
て
、
患
者
さ
ん
に

と
って
最
適
な
治
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
治
療
で
は
、
脳
神
経
外
科
と

神
経
内
科
を
中
心
に
、
薬
物
治
療
、
血
管

内
治
療
、
さ
ら
に
外
科
手
術
を
行
い
ま
す

が
、
迅
速
か
つ
安
全
に
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
る
た
め
、
初
期
対
応
を
行
う
救
急
科
、
画

像
診
断
を
担
当
す
る
放
射
線
科
と
の
連
携

が
重
要
で
す
。
ま
た
、
入
院
後
早
期
か
ら
の

　

脳
は
ヒ
ト
の
活
動
に
お
い
て
最
も
重
要
な

臓
器
の一つ
で
す
。
そ
の
脳
の
手
術
を
担
当

す
る
唯
一の
診
療
科
が
脳
神
経
外
科
で
す
。

我
々
は
、
脳
血
管
障
害
、
脳
腫
瘍
、
頭
部
外

傷
、
小
児
神
経
疾
患
、
機
能
的
脳
疾
患
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
脳
の
病
気
に
対
し
て
、
24
時

間
3
6
5
日
、
救
急
医
療
ま
で
対
応
す
る

プ
ロ
フェッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団
で
す
。

　

最
近
の
医
学
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
言
語
・

記
憶
・
情
動
・
意
識
な
ど
、
高
次
脳
機
能
を

構
成
す
る
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
解
明
さ

れ
、よ
り
安
全
な
手
術
が
可
能
と
な
り
、さ

ら
に
治
療
不
可
能
で
あ
っ
た
病
気
を
治
す

新
た
な
治
療
法
の
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

神
経
科
学
の
発
展
と
医
療
技
術
の
進
化
と

が
両
輪
と
な
っ
て
脳
神
経
外
科
の
治
療
は

大
き
く
進
歩
し
て
い
る
の
で
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
治
療
困
難

な
脳
疾
患
の
患
者
さ
ん
を
多
く
診
療
し
て

お
り
、
頭
蓋
底
脳
腫
瘍
の
治
療
で
は
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
と

く
に
最
先
端
の
神
経
内
視
鏡
手
術
を
駆
使

す
る
こ
と
に
よ
り
、no�m

an's�land

と
言

わ
れ
て
い
た
頭
蓋
底
部
位
に
対
し
て
、
低
侵

襲
か
つ
精
度
の
高
い
手
術
を
提
供
し
て
い
ま

研
究
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
腫
瘍
が

多
発
し
て
、
手
術
で
は
治
療
困
難
な
神
経

線
維
腫
症
Ⅱ
型
に
対
し
て
、ワ
ク
チ
ン
療
法

を
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
、
臨
床
研
究
の

段
階
で
す
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん
で
腫
瘍
の

増
大
が
抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
の
み
な

ら
ず
海
外
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
新
た

な
治
療
法
と
し
て
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
先
端
か
つ
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
て
、

個
々
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な
治
療
、

す
な
わ
ち
最
も
安
全
か
つ
有
効
な
⽅
法
を

選
択
し
て
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
脳
卒
中
に
併
発
す

る
精
神
疾
患
の
治
療
に
取
り
組
む
た
め
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
精
神
・
神
経
科
の
協

力
が
必
須
で
す
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
脳

卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
、
神
経
内
科
お
よ
び
脳

神
経
外
科
に
加
え
て
、こ
れ
ら
の
診
療
科
と

緊
密
に
連
携
し
、
質
の
高
い
脳
卒
中
診
療
を

行
って
い
ま
す
。

高
度
な
技
術
と
最
適
な
治
療
で
脳
を
守
る

プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
集
団

診
療
連
携
チ
ー
ム
に
よ
る

質
の
高
い
医
療
提
供
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の
予
防
な
ど
、
患
者
さ
ん
と
医
師
が
協
力

し
て
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
に
臨
む
こ
と

が
大
切
で
、
予
防
に
勝
る
治
療
は
あ
り
ま

せ
ん
。
血
圧
は
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
目
標
と

す
る
値
は
異
な
り
、
最
適
な
治
療
薬
も
脳

卒
中
の
種
類
、
年
齢
、
腎
臓
の
機
能
、
合
併

症
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
神
経
内
科

医
は
お
薬
、
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
、
外
科
手
術

そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
と
短
所
を
総
合
的
に
考

え
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
適

な
治
療
を
選
択
、
提
供
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。
脳
卒
中
に
関
連
す
る
こ
と
で

ご
質
問
、
ご
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
つ
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

頭
頸
部
が
ん
に
対
す
る

チ
ー
ム
医
療

神
経
内
科
医
か
ら
み
た

脳
卒
中
診
療

神経内科（ 脳卒中診療チーム ）

耳鼻咽喉科（ 頭頸部外科 ）

　

頭
頸
部
と
は
鎖
骨
の
上
か
ら
頭
蓋
底
ま
で

の
領
域
を
指
し
、
呼
吸
・
発
声
・
嚥
下
・
構
音

な
ど
生
き
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
頭
頸
部
に
発
生
す
る
悪
性
腫
瘍
に

対
し
て
は
、そ
れ
ら
の
機
能
を
い
か
に
温
存
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
治
療
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

頭
頸
部
が
ん
に
対
す
る
放
射
線
治
療
は
、

形
態
的
な
変
化
は
少
な
い
も
の
の
、
副
作
用
に

よ
り
発
声
や
嚥
下
の
機
能
低
下
を
来
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
治
療
が
安
全
に
行
わ
れ
る
よ

う
、我
々
は
チ
ー
ム
で
診
療
に
あ
たって
い
ま
す
。

　

治
療
⽅
針
の
決
定
は
キ
ャ
ン
サ
ー
ボ
ー
ド
に

て
行
い
ま
す
。
耳
鼻
咽
喉
科
、
放
射
線
治
療

科
、
歯
科
・口
腔
外
科
、
腫
瘍
内
科
の
医
師
が

集
ま
り
症
例
ご
と
の
治
療
⽅
針
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

治
療
開
始
前
に
は
、
看
護
師
や
薬
剤
師
よ

り
入
院
生
活
や
、
使
用
す
る
薬
剤
に
つい
て
の

説
明
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の
不
安
を
和
ら
げ
、

疑
問
を
解
消
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、一
般

消
化
器
外
科
の
専
門
医
師
に
よ
る
重
複
癌
の

チ
ェッ
ク
の
た
め
の
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査

や
、
歯
科
・
口
腔
外
科
で
の
口
腔
ケ
ア
を
受
け

て
頂
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
て
、
治
療
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
準
備
で
す
。

　

治
療
中
も
歯
科
・
口
腔
外
科
に
よ
る
口
腔

　

神
経
内
科
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
重
症
筋

無
力
症
、
多
発
性
硬
化
症
、
頭
痛
な
ど
、

神
経
機
能
に
関
わ
る
疾
患
を
担
当
し
て
い

ま
す
が
脳
卒
中
も
そ
の
う
ち
の
一つ
で
す
。

脳
卒
中
に
は
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
そ
し
て

く
も
膜
下
出
血
が
含
ま
れ
ま
す
。
脳
卒
中

の
原
因
や
治
療
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
脳

神
経
外
科
、
救
急
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、
放
射
線
科
、
精
神
・
神
経
科
な
ど
各
領

域
の
専
門
医
が
協
力
し
て
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
神
経
内
科
は
と
く
に
、

脳
梗
塞
に
対
す
る
血
栓
溶
解
療
法（
血
栓

を
と
か
す
治
療
）や
、
血
栓
回
収
療
法（
カ

テ
ー
テ
ル
で
血
栓
を
取
り
除
く
治
療
）、
そ

し
て
薬
剤
を
用
い
た
再
発
予
防
を
中
心
に

担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
の
患
者

さ
ん
に
麻
痺
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
に
よ
る
早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
、
看
護
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
地
域

連
携
担
当
者
に
よ
る
支
援
を
通
じ
て
、
社

会
復
帰
、
療
養
環
境
整
備
、
転
院
調
整
や

地
元
医
療
機
関
へ
の
紹
介
な
ど
を
円
滑
に

進
め
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
の
予
防
は
、
禁
煙
や
飲
酒
の
節

制
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
と
と
も
に
、
血

圧
管
理
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
管
理
、
脱
水

ケ
ア
は
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
口
や
の
ど
に

粘
膜
炎
と
い
う
放
射
線
に
よ
る
炎
症
が
起
こ

り
、
強
い
痛
み
で
食
事
摂
取
が
困
難
に
な
る

場
合
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
院
内
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
に
診
療
を
依

頼
し
、
積
極
的
な
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

　

治
療
後
、
嚥
下
機
能
が
落
ち
て
し
ま
っ
た

り
、
退
院
す
る
に
あ
た
っ
て
住
環
境
を
整
え

る
必
要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
慶
應

病
院
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
嚥
下
訓
練
や
、
医
療
連
携
部

に
よ
る
退
院
調
整
な
ど
各
部
署
の
連
携
に
よ

り
、治
療
後
の
患
者
さ
ん
の
社
会
復
帰
を
チ
ー

ム
で
支
援
い
た
し
ま
す
。

頭頸部キャンサーボードメンバー

カンファレンスの様子

脳卒中専門医を中心に多職種で治療にあたる

耳鼻咽喉科腫瘍班
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慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
看
護
系

職
員
が
約
1
、3
0
0
名
お
り
、
そ

の
う
ち
ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
約

1
0
0
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
病
棟

で
は
患
者
さ
ん
へ
の
食
事
の
配
下
膳
や

検
査
室
へ
の
移
送
を
は
じ
め
、
時
に
は

洗
面
介
助
や
食
事
の
介
助
、
シ
ャ
ワ
ー

介
助
や
排
泄
介
助
な
ど
患
者
さ
ん
と

直
接
関
わ
る
業
務
を
看
護
師
と
一
緒

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
患
者

さ
ん
の
ベ
ッ
ド
周
囲
の
清
掃
や
整
理
整

頓
、
シ
ー
ツ
交
換
、
検
体
や
輸
血
、
薬

品
等
の
搬
送
、
病
棟
で
行
わ
れ
る
処
置

の
準
備
か
ら
片
付
け
等
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

の
見
え
な
い
場
所
で
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。
ま
た
2
0
1
9
年
よ
り
専
任
の

夜
間
ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
お
り
、

夜
間
帯
の
看
護
師
の
業
務
負
担
を
軽

減
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
看
護
チ
ー
ム

で
連
携
し
患
者
さ
ん
に
安
全
で
安
心

な
医
療
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

患
者
さ
ん
に
最
も
身
近
な
存
在
と
し

て
療
養
生
活
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
も
新
し
い
仲
間
が

加
わ
り
ま
し
た
。
看
護
部
で
は
ナ
ー
ス

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
業
務
の
内
容
と
技
術
の
習
得
時

期
を
目
安
に
、
実
技
研
修
や
教
育
動

画
を
活
用
し
な
が
ら
、安
全
に
患
者
さ

ん
へ
の
ケ
ア
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
毎
年
、
年
に
3

回
は
医
療
安
全
や
感
染
対
策
に
関
す

る
研
修
を
全
員
が
受
講
し
、
常
に
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
他
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
同
じ
よ
う
に
手
指
衛
生
に
は
人
一倍

気
を
配
り
、
患
者
さ
ん
に
不
安
を
与
え

な
い
よ
う
に
医
療
チ
ー
ム
の一
員
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
す
。
病
院
で
勤
務
し
よ

う
と
思
っ
た
動
機
や
、
年
齢
、
こ
れ
ま

で
の
社
会
経
験
な
ど
の
背
景
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

医
療
チ
ー
ム
の一
員
と
し
て
、
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
へ

の
看
護
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

には、各診療科および麻酔管理を行う麻酔科、また

手術室看護師および臨床工学技士も交えての密な

横の連携が必須です。そこで患者さんに最善のロボッ

ト支援手術を提供できるよう、2023年4月より「ロボッ

ト支援手術センター」を開設し、診療科横断的に運

営しております。当院には、主に体幹部手術に用いる

「da�Vinci」と「hinotori」、また整形外科手術に

用いる「Cori」という手術支援ロボットがあります。各

疾患、術式に応じて、それぞれのロボットの利点およ

び特徴を活かし、手術支援に用いています。

「ロボット支援手術センター」開設

hinotori（ヒノトリ）

医
療
チ
ー
ム
の
一
員�

ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
活
躍

da Vinci（ダ ヴィンチ）

　ロボット支援手術は、患者さんの体に小さな穴を開

けて行う、傷が小さな低侵襲手術です。そのため、

開胸手術や開腹手術に比べて手術痕がほとんど目立

たず、より少ない出血量で術後の痛みも軽くなります。

術者は手術台の隣の操作コクピットから、術野の3D

画像を見ながら、ロボットアームを遠隔操作します。術

者の精密な手の動きを再現しつつ、術者の手ぶれも

防止されるため、従来の腹腔鏡下手術よりも精密な

操作が可能となります。このようにロボット支援手術に

は多くのメリットがあるため、世界中で急速に普及して

います。当院でも、泌尿器科、一般・消化器外科、産

婦人科、心臓血管外科、耳鼻咽喉科、呼吸器外科、

整形外科でロボット支援手術を行っております。ロボッ

トの長所を最大限活かしかつ安全に手術を遂行する
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こ
の
た
び
当
院
は
、
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
の
更
新
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
以
来
2
回
目

で
す
が
、
今
回
は
特
定
機
能
病
院
に
求
め
ら

れ
る
最
高
水
準
の「
一
般
病
院
３
」
と
い
う
種

別
を
受
審
し
ま
し
た
。
昨
年
9
月
に
審
査
員

9
名
に
よ
る
3
日
間
の
訪
問
審
査
を
受
け
、

89
の
評
価
項
目
全
て
に
お
い
て
認
定
基
準
に

達
す
る
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
職
種
協
働
や
外
来
診
療
な
ど
、
他
の
病
院

の
模
範
に
な
り
う
る
高
評
価
の
項
目
も
あ
り

ま
し
た
。
認
定
に
向
け
て
、
当
院
は
、
医
療

安
全
、
感
染
対
策
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
、
検
査
・

治
療
の
精
度
管
理
、
医
療
連
携
な
ど
、
全
部

署
を
あ
げ
て
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
今
回
の
認
定
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
目
線
で
の
良
質

な
医
療
を
提
供
す
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。認
定
証
な
ど
詳
細
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.19 　2023 年 6 月 30 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: https://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�面会は医療上必要な場合に制限させていただいております。�
詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日/国民の祝日・休日/
年末年始（12月30日〜1月4日）/慶應義塾の休日（1月10日）

※�2023年9月18日（月・祝）、2024年1月6日（土）、2024年1月10日（水）、
2024年2月12日（月・祝）は外来診療日です。

COLUMN 病院機能評価の認定を受けました

Information
がん患者さんと子どものサポートプログラム

「Webキッズ探検隊」参加者募集
Webキッズ探検隊は、Webを通して病院の中を見学し、各部署のスタッフと交流

する楽しいプログラムです。ご家族がどのようなところでがんの治療をしているの

か、がんという病気や治療について正しく知ることで、子どもたちの不安や心配を

軽減することを目的としています。ぜひご参加ください。

日程：2023年 9月9日（土）15時00分〜16時 30分

対象：�ご家族（両親、きょうだい、祖父母）ががんの治療を受けていて、家族が
がんであることの説明を受けている「小学生・幼稚園年長のお子さま」

※プログラムの詳細は慶應病院ウェブサイトでご案内しています。
【主催】がんの親をもつ子どもサポートチーム
Supporting Kids of Parents with Cancer（通称：SKiP KEIO）

詳しくはこちらから ▶

お申し込み・
お問い合わせ

がん相談支援センター
03 - 5363 - 3285（直通）

予防医療センターの拡張・移転について
予防医療センターは、2023年秋に森ビル株式会社が手掛ける麻布台ヒルズ森

JPタワー5階に拡張・移転をいたします。移転によりフロア面積が拡大するため

受診枠が増え、予約待ちの数を減らすことが可能になると共に、プライバシーに

配慮した検査環境を提供することが可能となります。

現予防医療センター（信濃町）の検査終了日は10月20日（金）、

新しい予防医療センター（麻布台ヒルズ）の検査開始日は11月

6日（月）を予定しています。

最新の情報は、移転後の予防医療センター専用ウェブサイトをご覧ください。 ▶

こちらの QR コードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートに
ご協力ください

患者サロン
がん相談支援センターでは「患者サロン」を定期的に開催しています。頑張っ

ていること、工夫していることなど皆さんと語り合いませんか？皆さまのご参加を

お待ちしております。

【2023年度開催予定】
第2回　10月14日（土）
第3回　12月
第4回　2024年3月

【お問い合わせ】
慶應義塾大学病院　がん相談支援センター
電話：03 - 5363 - 3285

▶ 最新の情報はこちらのQR
コードからご確認ください。

WHILL愛称募集
2020年9月に当初2台で屋内運行を

開始した車いす型自動運転サービス

WHILLは、現在6台まで増え、屋外

ルートも追加となりました。これまで以上

にみなさまに親しみを持ってご利用いた

だけるよう、シンプルかつ愛着のあるネー

ミング（愛称）を募集します。奮ってご

応募ください。

締切：2023年8月31日（木）
▶  こちらのQRコードより

ご応募ください。

病院機能評価受審委員会メンバー




